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II. コンピュータ産業の展開
A. コンピュータ産業の現状
1. コンピュータ・半導体生産の流れ

　　原料と製品

　　投入物と生産物

　

	シリコン素材


[image: image4.bmp]
　　　　　　　　

	半導体集積回路

	他電子部品・デバイス
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	他製品

（多種類）
	
	コンピュータ・同周辺機器

ハードウェア（汎用）
	
	ソフトウェア
（プログラム）
	
	他製品


　　　
	他サービス
	
	コンピュータ・システム



	情報サービス


	最終ユーザ　　



コンピュータ・半導体の生産をめぐるフロー・チャート

2. コンピュータ・電子工業・ソフトウエアの輸出入
a． 純輸出（輸出超過、6.8兆円、1999年）

    電子工業純輸出（輸出マイナス輸入）（１９９９年）　　　（金額：十億円）
	品　　目
	1999年1月～12月累計

	　
	　
	金　　額

	民生用電子機器
	999

	産業用電子機器　
	1,037

	　
	有線通信機器
	-26

	　
	移動電話
	75

	　
	電子計算機・携帯用　　ノートパソコン
	109

	　
	電子計算機・その他　　デスクトップ

　　　　　　　　　　　大型
	-385

	　
	周辺装置
	568


	　
	その他
	696

	電子部品・デバイス　
	4,826

	　
	半導体素子
	391

	　
	スマートカード（ICを自蔵するカード）
	3

	　
	モノリシック・モス型・記憶素子
	102

	　
	モノリシック・モス型・マイクロコンピュータ
	190

	　
	モノリシック・モス型・その他
	385

	　
	その他
	3,755

	電子工業
	6,862

	輸出入（財貨・サービス）合計
	8,101


輸入超過項目：有線通信機器（インターネット用ルータ他）

　　　　　　　　　  コンピュータ（デスクトップ）

b． ソフトウエアの輸出入


[image: image1.wmf]ソフトウェア輸出・輸入
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（単位：百万円）

輸出・全地域

輸入全地域

輸入・米国


日本の「国際競争力」の特色

得意分野：部品生産

　　　一体型製品

生産減少　　　全体として強い輸出力　（心配の理由）

不得意分野：組立型製品　　　　　　　　　　　
増加

　　　　　　　システム・ソフトウエア製品

　　　　　　　ネットワーク型製品　――――Why？

　　　　　　　　　　　　　協力　　　　　　得意分野

　　　　　　　　　　日本　　　チーム型　　　ノートPC／携帯

　　　　　　　　　　米国　　　分離協力型　　ソフト、
デスクトップPC

B. コンピュータ産業の歴史
1. コンピュータの機能　　　　　　
　　計算のためのコンピュータ（高速電子そろばん）――当初の役割
　　　compute：計算する
　　「情報処理」のための機械――現在の役割(中国語の「電脳」)

　　――すべての情報はディジタル化してビット列で表せるから
2. コンピュータの種類

a． 分類
(i) 専用コンピュータ（CPU・メモリーなどハードウエアのみ）
冷蔵庫、自動車エンジン、空調など多数の機器の整備に使用
　　　　　　　　その他携帯電話端末、ICカードなど用途は拡大中
(ii) 汎用コンピュータ（CPUと付属装置・プログラム）
                  多数の用途に使える
　　　　　　　（大きい順から）
(a)スーパー・コンピュータ（天気予報、数学計算、数十億円）
(b)汎用大型コンピュータ（一般事務、銀行、科学技術計算、数億円）
　　　　　　　　　　信頼性が必要
　　　　　　　　　　航空予約
JR予約
社会保険
税金（日本は遅れている）
(c)オフィス・コンピュータ（同上、中小企業、千万円）
(d)ワークステーション（WS、設計、技術計算、百万円）
(e)パーソナルコンピュータ（PC、個人用の小型モデル、万円）
　　両端分離の傾向（ダウンサイジング）
b． 現在の主要なコンピュータ
大型（汎用）コンピュータ（億円）：
銀行、列車、航空機、年金、保険分野など専門用。
大量データ処理、正確、高価
パーソナルコンピュータ（PC）（万円）：普及中
　　　　　　　　　個人、会社のオフィス、小規模、安価　　　　　　　　　　　
　
　　　　　　大型（汎用）　PC（小型）
台数　　　　千台　　　　千万台
単価　　　　億円単位　　万円単位
売上　　　　40％　　　　60％
　　　　（減少傾向）　（増加傾向）
種別ごとの価格差が大きい
3. 　過去のコンピュータ
a． コンピュータ以前の「コンピュータ」
そろばん
手回し計算機
電動計算機
電磁リレー計算機
b． 世界最初のコンピュータ
(i) 1945年にジョン・フォン・ノイマン（アメリカ）が提唱した方式に基づく。
ノイマン型の提唱　1940年代（米）
戦争時の製作
　コンピュータ：戦争→砲撃のため
　レーダー：（電探：日本でも作る）
米政府：コンピュータ作成用資金を供給

[image: image2]
(ii) 1945年ペンシルベニア大学（アメリカ）においてJ.W.モークリー及びJ.P.エッカート両教授によって作られたENIAC（エニアック）が世界最初のコンピュータ
真空管約2万本を使用
総重量約30トン、長さ約30メートル
ENIACはアメリカ陸軍の弾道計算用に開発された――人間が人手によって７時間を要する弾道計算を約3秒で実行
（ただしENIACはプログラム呼出し能力を欠き、異なる計算問題に対してはすべて配線の変更が必要であった。）
（専用コンピュータ）
[image: image3]
第0世代コンピュータ（ENIAC）
c． 第１世代コンピュータ
(i) ノイマンの提唱（ノイマン型コンピュータ）――記憶装置を使用し、プログラム（計算手順）と計算用のデータを記憶させ、それをCPUが順次に内部記憶装置に呼び出して計算をおこなう（プログラム内臓型コンピュータ）。
(ii) 2進法すなわちビット列の採用
(iii) 1959年レミントン・ランド社が世界最初の商用コンピュータ、UNIVAC-1を作成
機械言語、アセンブラー言語
d． 第2世代コンピュータ（1960年代）
(i) 真空管に代わってトランジスタを使用
トランジスタ――シリコンを素材とする半導体の性質を利用して電流の開閉をおこなうスイッチ操作を実現
CPUの小型化・軽量化を実現
真空管と比べて大幅に寿命を延した（故障素子のとりかえ作業の節約）
(ii) IBM社によるIBM 708、IBM 7090 などの汎用計算機の作成
専門分野の業務に使用
科学技術計算用のプログラム言語FORTRAN、および事務計算用言語COBOLの開発と使用（高級言語）
第2世代コンピュータは今日の汎用コンピュータの原型となった。
成長（1960～70年代）
e． 第3世代および第 3.5世代コンピュータ（1970年代）
(i) CPUの素子が多数集積され、小型化・軽量化が進んだ（ICの発明）
集積回路
(ii) IBM 360コンピュータ（第3世代）
――TSSの使用、最初の汎用大型コンピュータ
　　端末による遠隔操作（最初はタイプライタ・プリント型）
(iii) ICの集積度をさらに高めた大規模集積回路（LSI）の出現――第 3.5世代コンピュータ
(iv) 1970年IBM 370シリーズコンピュータ
以降、LSIの集積度が逐次増大し、現在においては数百万個の素子を集積したCPUが作られている。コンピュータの能力が向上し、小型化が進んでいる。（しかし基本様式は変わらず。）（研究計算、銀行コンピュータ、汎用）
(v) 1997年のパーソナルコンピュータ（30万円）の性能は、1980年代の汎用コンピュータ（数億円）を大幅に超える性能を持っている。
f． 汎用コンピュータ（第4世代コンピュータ）
大型の集積回路（LSI）を複数個使用
(i) 主メモリーとして8MB（100万バイト＝800万ビット）以上のLSI多数個を使用
(ii) TSS（時分割）により数人ないし数百人の同時使用が可能
端末・パソコンおよび通信回線を利用して遠隔地からの使用が可能
インテリジェント端末化
(iii) プリンター、磁気テープ、磁気ディスクなどの多数の入出力機器を同時に使用
(iv) 第4世代の汎用計算機（メインフレイマー）は大企業の経営管理、大規模工場の作業管理、銀行のテラー業務、航空機や列車の予約・運行管理、大都市の交通制御、大学・研究所等における研究開発用としてひろく使われていた。小売価格は小型のものでも1億円以上である。
(v) しかし、最近において小型機が優勢となり、大型汎用機の生産は停滞している。
g． パーソナルコンピュータ（1980年代）　　　
　　　小型化、大衆化
小規模・低価格の個人用コンピュータ
(i) 小型CPU（マイクロプロセッサー）1個、磁気ディスク、ディスプレイ、プリンターにより構成
(ii) オフィスにおける個人レベルの業務用、事務処理用および家庭における使用を目的とする、大学生にも普及中。
(iii) 文書作成（ワードプロセッサーの代用）、資料整理、小規模計算、会計計算、通信（パソコン通信、インターネット）、ゲーム用などに使用
成長
(iv) デスクトップ、ノート型
(v) 価格は5万円以上、40万円程度まで
パソコンは現在すでにコンピュータの主力となっている（低コスト、大衆性、大量生産の利益）
h． 1990年代以降大型（汎用コンピュータ）とパーソナルコンピュータに2極分解、後者の比重が増大中
4. 米IBM社による大型汎用機供給の独占　　　
　　世界唯一の大型機メーカー
　　→　技術的理由による自然独占：1950－60
　IBM： 70年代末までに世界各国で大型コンピュータ供給を独占
　　　　　例外：日本（IBM：シェア1/3）
　　　　　　　　国内コンピュータメーカーが生残る（NEC、FACOM、日立）
　　　　　　　　政府政策――IBMに対して輸入制限
　　　　　　　　　　高率関税　　
　　　　　　　　　幼稚産業の保護を理由とした
　　　　　　　　　通産省
　　　　　日本以外：IBMの独占（誇り高きIBM）
　　　　1970末：PCの挑戦（大型機／IBMへの）
　　　　　IBM：当初は無視
　　　　　　　　PCの重要性（大衆性）に気がつく（1980年代初頭）
　急いで小型機に参入／一年で生産
OS購入　→　Microsoftから
ハード　　　PCの仕操（BIOS、バス）を公開
1981－83：独占形成に成功　　　　
シェア70％　→　25％に落ちる
　　　　　　　　互換機メーカーの参入












2万個の真空管
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Total

		表３．９　電子工業の生産・輸出・輸入（1990－1999） ヒョウデンシコウギョウセイサンユシュツユニュウ																								（金額：十億円／年） キンガクジュウオクエンネン

										1990		1991		1992		1993		1994		1995		1996		1997		1998		1999

		電子工業の生産 デンシコウギョウセイサン								23,010		24,168		21,189		19,713		20,555		21,776		23,301		24,776		22,488		22,598

				電子機器 デンシキキ						15,029		15,677		13,588		12,393		12,365		12,615		14,071		14,936		13,366		12,874

						民生用 ミンセイヨウ				4,154		4,450		3,569		3,066		2,791		2,440		2,212		2,241		2,119		2,041

						産業用 サンギョウヨウ				10,875		11,227		10,019		9,327		9,575		10,176		11,859		12,694		11,246		10,833

				電子部品 デンシブヒン						7,981		8,491		7,601		7,320		8,190		9,161		9,230		9,841		9,122		9,724

		電子工業の輸出 デンシコウギョウユシュツ								10,198		10,468		10,485		9,980		10,317		10,781		11,119		12,573		12,194		11,553

				電子機器 デンシキキ						5,778		5,946		5,693		4,971		4,498		4,080		4,119		4,961		4,834		4,339

						民生用 ミンセイヨウ				2,658		2,741		2,302		1,793		1,584		1,358		1,373		1,502		1,645		1,543

						産業用 サンギョウヨウ				3,120		3,204		3,390		3,178		2,913		2,723		2,746		3,460		3,188		2,796

				電子部品 デンシブヒン						4,420		4,522		4,792		5,009		5,820		6,700		7,000		7,612		7,360		7,214

		電子工業の輸入 デンシコウギョウユニュウ								1,917		1,996		1,968		2,100		2,634		3,870		5,167		5,573		5,228		5,507

				電子機器 デンシキキ						813		826		798		870		1,124		1,762		2,409		2,519		2,292		2,489

						民生用 ミンセイヨウ				114		137		158		174		241		336		431		425		418		442

						産業用 サンギョウヨウ				699		689		640		696		883		1,426		1,978		2,095		1,875		2,047

				電子部品 デンシブヒン						1,104		1,170		1,171		1,230		1,510		2,104		2,758		3,054		2,936		3,018

		電子工業の純輸出 デンシコウギョウジュンユシュツ								8,281		8,471		8,516		7,880		7,683		6,911		5,952		7,000		6,966		6,046

				電子機器 デンシキキ						4,965		5,120		4,895		4,101		3,374		2,318		1,710		2,442		2,542		1,850

						民生用 ミンセイヨウ				2,544		2,605		2,145		1,618		1,344		1,021		942		1,077		1,228		1,101

						産業用 サンギョウヨウ				2,422		2,515		2,751		2,483		2,030		1,297		769		1,365		1,314		750

				電子部品 デンシブヒン						3,316		3,352		3,621		3,779		4,310		4,597		4,242		4,558		4,425		4,196

		電子工業の輸出／国内生産比率 デンシコウギョウユシュツコクナイセイサンヒリツ								44.32%		43.31%		49.48%		50.63%		50.19%		49.51%		47.72%		50.75%		54.22%		51.12%

				電子機器 デンシキキ						38.45%		37.93%		41.90%		40.11%		36.37%		32.34%		29.28%		33.22%		36.17%		33.70%

						民生用 ミンセイヨウ				63.98%		61.61%		64.52%		58.46%		56.78%		55.64%		62.07%		67.00%		77.64%		75.60%

						産業用 サンギョウヨウ				28.69%		28.54%		33.84%		34.08%		30.43%		26.76%		23.16%		27.25%		28.35%		25.81%

				電子部品 デンシブヒン						55.38%		53.26%		63.04%		68.43%		71.06%		73.14%		75.83%		77.35%		80.68%		74.18%

		電子計算機および周辺端末装置 デンシケイサンキシュウヘンタンマツソウチ								5,814		6,083		5,417		4,812		5,123		5,196		5,963		6,500		5,826		5,471

				電子計算機本体 デンシケイサンキホンタイ						2,666		2,937		2,580		2,319		2,389		2,631		3,299		3,620		3,129		3,051

						汎用コンピュータ ハンヨウ				1,291		1,457		1,071		830		751		515		589		579		429		263

						パーソナルコンピュータ				907		923		989		1,017		1,165		1,481		2,088		2,452		2,093		2,239

						その他コンピュータ タ				468		557		520		472		472		636		594		589		607		549

				周辺端末装置 シュウヘンタンマツソウチ						3,149		3,146		2,837		2,493		2,734		2,565		2,663		2,880		2,697		2,420

				パーソナルコンピュータ国内出荷台数（千台） コクナイシュッカダイスウセンダイ										1,759		2,153		3,005		5,118		6,809		7,042		7,016		9,215

				パーソナルコンピュータ平均価格（千円／台） ヘイキンカカクセンエンダイ										562		472		388		289		307		348		298		243

		注：（社）日本電子工業振興協会ウェブサイト資料（http://www.jeida.or.jp/toukei/densiko/year/、2000年5月2日閲覧）から算出 シンコウキョウカイシリョウサンシュツ
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図３．１０A　電子計算機及び周辺端末装置の生産
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パーソナルコンピュータ国内出荷台数（千台）

図３．１０Ｂ　パーソナルコンピュータ国内出荷台数（千台）
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図３．１０Ｃ　パーソナルコンピュータ平均価格　（千円）
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		表３．２　１９９９年電子工業生産

																										（金額：十億円） ジュウオク

		品　　目																1999年1月～12月累計

																		金　　額						金額構成比（％） キンガクコウセイヒ

		民生用電子機器																2,041						0.41%		8.71%		100.00%

		産業用電子機器																11,389						2.29%		48.58%		100.00%

				有線通信機器（電話機、交換機等） デンワキコウカンキナド														1,934						0.39%		8.25%		16.98%

				携帯電話														1,083						0.22%		4.62%		9.51%

				電子計算機・パーソナルコンピュータ デンシケイサンキ														2,239						0.45%		9.55%		19.66%

				電子計算機・周辺装置														2,039						0.41%		8.70%		17.90%

				その他 タ														4,094						0.82%		17.47%		35.95%

		電子部品・デバイス																10,012						2.01%		42.71%		100.00%

				半導体素子														955						0.19%		4.07%		9.53%

				集積回路・論理素子 シュウセキカイロ														1,755						0.35%		7.49%		17.53%

				集積回路・記憶素子														885						0.18%		3.78%		8.84%

				液晶デバイス														1,243						0.25%		5.30%		12.42%

				その他 タ														5,175						1.04%		22.07%		51.68%

		電子工業合計 デンシコウギョウゴウケイ																23,442						4.72%		100.00%

		製造業国内総生産（1998年） セイゾウギョウコクナイソウセイサンネンド																117,216						23.58%

		国内総生産（1998年） コクナイソウセイサンネンド																497,101						100.00%

		注：（社）日本電子機械工業会ウェブサイト資料（http://www.eiaj.or.jp/japanese/statistics/index.htm、2000年5月2日閲覧）より算出 チュウシャニホンデンシキカイコウギョウカイシリョウネンガツニチエツランサンシュツ
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図３．３A　１９９９年電子工業生産　（金額：十億円）
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図３．３B　１９９９年電子工業生産　（金額：十億円）
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図３．３C　電子部品・デバイス生産　　（金額：十億円）



Soft-ExIm

		表３．４　１９９９年電子工業輸出 ヒョウ

										（金額：十億円） ジュウオク

		品　　目				1999年1月～12月累計

						金　　額		金額構成比 キンガクコウセイヒ

		民生用電子機器				1,426		2.78%		11.41%		100.00%

		産業用電子機器				3,049		5.94%		24.38%		100.00%

				有線通信機器（電話機、交換機等） デンワキコウカンキトウ		201		0.39%		1.61%		6.60%

				移動電話		80		0.16%		0.64%		2.63%

				電子計算機・携帯用		254		0.50%		2.03%		8.33%

				電子計算機・その他		89		0.17%		0.71%		2.92%

				周辺装置 シュウヘンソウチ		1,233		2.40%		9.86%		40.43%

				その他 タ		1,191		2.32%		9.53%		39.08%

		電子部品・デバイス				8,028		15.65%		64.21%		100.00%

				半導体素子		490		0.96%		3.92%		6.11%

				スマートカード（ＩＣを自蔵するカード）		4		0.01%		0.04%		0.05%

				モノリシック集積回路・モス型・記憶素子		650		1.27%		5.20%		8.10%

				モノリシック集積回路・モス型・マイクロコンピュータ		447		0.87%		3.58%		5.57%

				モノリシック集積回路・モス型・その他		619		1.21%		4.95%		7.71%

				その他 タ		5,817		11.34%		46.52%		72.46%

		電子工業輸出合計 デンシコウギョウユニュウデゴウケイ				12,502		24.38%		100.00%

		輸出（財貨・サービス）合計 ユニュウデザイカゴウケイ				51,284		100.00%

		注：（社）日本電子機械工業会ウェブサイト資料（http://www.eiaj.or.jp/japanese/statistics/index.htm、2000年5月2日閲覧）より算出 チュウシャニホンデンシキカイコウギョウカイシリョウネンガツニチエツランサンシュツ
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図３．５A　１９９９年電子工業輸出　　（金額：十億円）
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図３．５B　産業用電子機器輸出　　（金額：十億円）
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図３．５Ｃ 電子部品・デバイス輸出　（金額：十億円）



		表３．６　１９９９年電子工業輸入 ヒョウ

										（金額：十億円） ジュウオク

		品　　目				1999年1月～12月累計

						金　　額		金額構成比（％） キンガクコウセイヒ

		民生用電子機器				427		0.99%		7.57%		100.00%

		産業用電子機器				2,012		4.66%		35.67%		100.00%

				有線通信機器		227		0.53%		4.03%		11.29%

				移動電話		5		0.01%		0.09%		0.26%

				電子計算機・携帯用		145		0.34%		2.58%		7.23%

				電子計算機・その他		474		1.10%		8.40%		23.55%

				周辺装置 シュウヘンソウチ		665		1.54%		11.79%		33.05%

				その他		495		1.15%		8.78%		24.63%

		電子部品・デバイス				3,202		7.41%		56.77%		100.00%

				半導体素子		99		0.23%		1.76%		3.10%

				スマートカード（ＩＣを自蔵するカード）		1		0.00%		0.02%		0.04%

				モノリシック・モス型・記憶素子		548		1.27%		9.72%		17.12%

				モノリシック・モス型・マイクロコンピュータ		257		0.60%		4.56%		8.03%

				モノリシック・モス型・その他		234		0.54%		4.15%		7.31%

				その他		2,062		4.77%		36.56%		64.40%

		電子工業輸入合計 デンシコウギョウユニュウゴウケイ				5,641		13.06%		100.00%

		輸入（財貨・サービス）合計 ユニュウザイカゴウケイ				43,183		100.00%

		注：（社）日本電子機械工業会ウェブサイト（http://www.eiaj.or.jp/japanese/statistics/index.htm、2000年5月2日閲覧）より算出 チュウシャニホンデンシキカイコウギョウカイネンガツニチエツランサンシュツ





		0

		0

		0



図３．７A　１９９９年電子工業輸入　　（金額：十億円）
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図３．７B　産業用電子機器輸入　　（金額：十億円）
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図３．７C　電子部品・デバイス輸入　　（金額：十億円）



		表３．８　１９９９年電子工業純輸出（輸出マイナス輸入） ヒョウネンデンシコウギョウジュンユシュツユシュツユニュウ

		品　　目				1999年1月～12月累計

						金　　額

		民生用電子機器				999

		産業用電子機器				1,037

				有線通信機器		(26)

				移動電話		75

				電子計算機・携帯用		109

				電子計算機・その他		(385)

				周辺装置 シュウヘンソウチ		568

				その他		696

		電子部品・デバイス				4,826

				半導体素子		391

				スマートカード（ＩＣを自蔵するカード）		3

				モノリシック・モス型・記憶素子		102

				モノリシック・モス型・マイクロコンピュータ		190

				モノリシック・モス型・その他		385

				その他		3,755

		電子工業 デンシコウギョウ				6,862

		輸出入（財貨・サービス）合計 ユシュツニュウザイカゴウケイ				8,101

				民生用電子機器		999

				産業用電子機器		(26)		75		109		(385)		568		696

				電子部品・デバイス		391		3		102		190		385		3,755
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図３．７　１９９９年電子工業純輸出



		表３．１１　１９９８年パソコン・ソフトウェアの出荷と流通経路 ヒョウネンシュッカリュウツウケイロ

						（百万円） ヒャクマンエン

		用途種別 ヨウトシュベツ		出荷金額 シュッカキンガク		構成比率（％） コウセイヒリツ				流通経路種別 リュウツウケイロシュベツ		構成比率（％） コウセイヒリツ

		OS/ネットワークOS		116,881		19.73%				デストリビュータ		42.2%

		ワープロ		61,834		10.44%				ダイレクトセールス		17.9%

		表計算 ヒョウケイサン		31,169		5.26%				他メーカーバンドル・パッケージ タ		9.8%

		データベースソフト		35,177		5.94%				代理店 ダイリテン		7.4%

		プレゼンテーション		25,215		4.26%				小売り コウ		7.1%

		グラフィックス		23,347		3.94%				訪問販売 ホウモンハンバイ		6.8%

		開発支援／言語 カイハツシエンゲンゴ		22,718		3.83%				NET販売 ハンバイ		3.3%

		電子メール／グループウェア デンシ		29,164		4.92%				その他 タ		5.5%

		コミュニケーションソフト		38,271		6.46%				合計 ゴウケイ		100.0%

		運営管理／ユーテリティ ウンエイカンリ		48,202		8.14%

		業務アプリケーション ギョウム		27,988		4.72%

		CAD		33,991		5.74%

		教育・学習ソフト キョウイクガクシュウ		11,551		1.95%

		ゲーム		12,447		2.10%

		データ集 シュウ		24,922		4.21%

		その他 タ		49,568		8.37%

		合計 ゴウケイ		592,443		100.00%

		注：（社）日本パーソナルコンピュータソフトウェア協会ウェブサイト資料（http://www.jpsa.or.jp/committ/market/1999/market99.htm） チュウシャニホンキョウカイシリョウ
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図３．１２A　１９９８年パソコン・ソフトウェアの出荷　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金額：百万円）　
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１９９８年パソコン・ソフトウェアの流通経路

図３．１２B　１９９８年パソコン・ソフトウェアの流通経路



		表３．１１　ソフトウェア輸出・輸入（1994-1998年） ヒョウユシュツニュウネン

														（単位：百万円） タンイヒャクマンエン

								1994		1995		1996		1997		1998

		輸出 ユシュツニュウ

				全地域 ゼンチイキ				5,491		3,931		5,679		2,812		8,752

						構成比・ベーシックソフト コウセイヒ		49.6%		62.8%		53.3%		51.1%		29.2%

						構成比・アプリケーションソフト コウセイヒ		47.7%		26.2%		41.4%		43.9%		67.5%

						構成比・カスタムソフト コウセイヒ		2.7%		11.0%		5.4%		5.0%		3.3%

				米国 ベイコク				1,824		813		1,394		913		1,251

				欧州 オウシュウ				1,109		896		857		373		1,358

				アジア				2,075		1,805		3,020		1,355		5,631

				その他 タ				483		417		408		171		512

		輸入 ユニュウ

				全地域 ゼンチイキ				259,474		392,576		393,540		474,913		595,165

						構成比・ベーシックソフト コウセイヒ		73.3%		60.8%		63.5%		59.1%		56.4%

						構成比・アプリケーションソフト コウセイヒ		21.8%		30.6%		28.5%		34.9%		33.4%

						構成比・カスタムソフト コウセイヒ		4.8%		8.6%		8.0%		6.0%		10.2%

				米国 ベイコク				243,615		351,348		344,978		391,302		544,051

				欧州 オウシュウ				3,440		9,533		24,037		35,850		29,368

				アジア				3,387		19,806		11,654		44,439		18,776

				その他 タ				9,032		11,889		12,871		3,322		2,970

		輸出率（％、輸出／輸入） ユシュツリツユシュツユニュウ

				全地域 ゼンチイキ				2.12%		1.00%		1.44%		0.59%		1.47%

				米国 ベイコク				0.75%		0.23%		0.40%		0.23%		0.23%

				欧州 オウシュウ				32.24%		9.40%		3.57%		1.04%		4.62%

				アジア				61.26%		9.11%		25.91%		3.05%		29.99%

				その他 タ				5.35%		3.51%		3.17%		5.15%		17.24%

		注：（社）日本電子工業振興協会ウェブサイト資料（http://www.jeida.or.jp/japanese/statistics/software/、2000年5月2日閲覧）から算出 シンコウキョウカイシリョウサンシュツ
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（単位：百万円）

図３．１４　ソフトウェア輸出・輸入
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